
２第１号議案  

 

愛知県指定文化財の指定について 

このことについて、愛知県指定文化財の指定をしたいので、別紙案を添えて

請議します。 

令和２年２月５日提出  

 

教育長 長 谷 川  洋   

 

   説 明 

 この案を提出するのは、愛知県文化財保護審議会の答申（令和２年１月２４

日）を受け、愛知県文化財保護条例に基づき、愛知県指定有形文化財及び天然

記念物としての指定をする必要があるからである。 



（案） 
   愛知県指定文化財の指定 

 

（新規指定） 有形文化財 ３件 

種 別 名  称 員数 所 在 地 所 有 者 

彫刻 木造毘沙門天立像 １軀
く

 岡崎市滝町字山籠 107 宗教法人滝山寺 

工芸品 蒔絵曲禄 １基 岡崎市滝町字山籠 107 宗教法人滝山寺 

考古資料 伊良湖東大寺瓦窯跡

出土品 

455 点 田原市古田町岡ノ越６－４ 

渥美郷土資料館展示収蔵庫 

田原市 

 

（新規指定） 記念物 天然記念物 １件 

 

 

種 別 名  称 員数 所 在 地 所 有 者 

天然記念物 下山小学校のヤマザクラ １樹 岡崎市保久町字市場

16 番地 

岡崎市 
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指定理由書 

 

種 別 有形文化財（美術工芸・彫刻） 

名 称 木造
もくぞう

毘沙門天
びしゃもんてん

立像
りゅうぞう

 

員 数 １軀
く

 

法 量 像高 150.3 ㎝ 髪(兜)際高 135.0 ㎝ 

時 代 平安後期 

所 在 地 岡崎市滝町山籠 107 

所 有 者 宗教法人 滝山寺
たきさんじ

 

住 所 岡崎市滝町山籠 107 

指 定 理 由 

 矢作川の支流・青
あお

木川
き が わ

流域の山中にある滝山寺
たきさんじ

は、当寺蔵『滝山寺縁起』（鎌

倉末期成立、寛永
かんえい

20／1643 年写本、以下『縁起』と記す）によれば、朱
しゅ

鳥
ちょう

元年

（686）、役
えんの

小角
お づ の

が青
あお

木川
き が わ

から拾い上げた薬師
や く し

如来像
にょらいぞう

を本尊として吉祥寺
きちじょうじ

を草創

したのに始まるとされる。保安
ほうあん

年間（1120－24）に至り、叡山
えいざん

で修行した仏泉
ぶっせん

上人永救
しょうにんえいぐ

が来住して復興し、物部
もののべ

氏
し

・三河
み か わ

大伴
おおとも

氏
し

の外護を受けて本堂を建立して

滝山寺を称し、新興の在地豪族藤原季範
ふじわらのすえのり

の帰依をも受けて、やがて 360 の支院

を擁す寺院に発展した。現在も吉 祥
きちじょう

陀羅尼山
だ ら に さ ん

薬樹
やくじゅ

王院
おういん

を号す天台宗寺院であり、

源 頼 朝
みなもとのよりとも

の従兄弟・式部
し き ぶ

寛伝
かんでん

を施主とする頼朝
よりとも

追善のための運慶
うんけい

・湛慶
たんけい

父子作

聖
しょう

観音
かんのん

・梵天
ぼんてん

・帝釈天
たいしゃくてん

像
ぞう

（国重文）があることでも知られ、また、現本堂（国

重文、室町前期 1333－1392 年再建）の須
しゅ

弥
み

壇
だん

上には、中央厨子
ず し

内の本尊・木造
もくぞう

薬師
や く し

如来
にょらい

坐像
ざ ぞ う

（秘仏、12 世紀前半、未指定）をはじめ多くの仏像が祀られてい

る。 

 本像は本堂須
しゅ

弥
み

壇
だん

上の南西角に安置されている像高 150.3㎝の毘沙門天
びしゃもんてん

立 像
りゅうぞう

である。カヤとみられる針葉樹材の縦一材から、兜
かぶと

の頂の突起および両足枘
ほぞ

を

含む頭体幹部を彫出する一
いち

木 造
ぼくづくり

で、背面から裳
も

裾
すそ

にかけて背面から内
うち

刳
ぐ

りを施

し、背板（ほぼ「獣皮
じゅうひ

」部分に相当）を当てる。裳
も

裾
すそ

右側にさらに長半月形の蓋

板を矧
は

ぎ足している。これに左手は肩、肘、手首で矧
は

ぎ、右手は肩、右大袖先端

を矧
は

いで、さらに右沓
くつ

先（後補）、両天衣
て ん ね

垂下部（後補）、持物
じ も つ

（後補）を別材矧付
は ぎ つ

けとする。現状は素地であるが、当初は黄土などの檀
だん

色
しょく

に彩色されたものか。

帯喰
おびくい

に赤色、瞳、髭、衣（裳
も

の襞
ひだ

線）、甲
よろい

（垂飾文など）に墨描が認められ、背

面には鑿
のみ

痕が多く認められる。 
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 以上の材質・構造等と共に、大きい頭部に猪首
い く び

のずんぐりとした体形、抑制さ

れた大袖や裳
も

の動きの表現には、９－10 世紀彫刻に通じる古様さが認められる。

また 兜
かぶと

を被り、右手甲を前方に向けて持物
じ も つ

を執る形姿の多聞天
たもんてん

・毘沙門天像
びしゃもんてんぞう

の

作例は、岐阜・華厳寺
け ご ん じ

像（９世紀）、和歌山・道
どう

成寺
じょうじ

像（９－10 世紀）、金剛
こんごう

峯寺
ぶ じ

像（９－10 世紀）、法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

講堂
こうどう

像（10 世紀末）など、９－10 世紀の古例に比較

的多くみられる。本像の体躯表現は、三重・常善寺
じょうぜんじ

毘沙門天像
びしゃもんてんぞう

（重文、平安 10

世紀）や鈴鹿市・神宮寺
じんぐうじ

多聞天像
たもんてんぞう

（重文、10 世紀末）にも相通じるが、より丸み

が強く、童顔であり、また側面観においてやや扁平な背面、簡略化された浅い

衣文
え も ん

・ 甲
よろい

表現、邪
じゃ

鬼
き

の形姿などは、やや遅れる 11 世紀初頃の製作と推定され

る。すなわち本像は、保安
ほうあん

再建時以後の造像とみられる本尊・薬師
や く し

如来
にょらい

坐像
ざ ぞ う

より

古く、当寺に現存する仏像中で最古に属す作例と考えられ、前身寺院・吉祥寺
きちじょうじ

よ

り伝来された像である可能性が高い。 

 現在、本尊厨子
ず し

を挟む須
しゅ

弥
み

壇
だん

上の南東側には木造不動明王
ふどうみょうおう

坐像
ざ ぞ う

（市指定、一
いち

木 造
ぼくづくり

、平安後期 11 世紀半ば推定）が安置されている。『縁起』では「本尊左右

の脇士
わ き じ

」として不動明王
ふどうみょうおう

・毘沙門天像
びしゃもんてんぞう

が対をなしたと記されるが、現存の両像は

法量・用材・作風に隔たりが大きく、本来の一具像とする根拠は必ずしも十分で

はない。一般に、不動明王像
ふどうみょうおうぞう

と毘沙門天像
びしゃもんてんぞう

を一対の脇
わき

侍
じ

とする例は、比叡山
ひえいざん

横川
よ か わ

中 堂
ちゅうどう

（根本
ね も と

観音堂
かんのんどう

）に淵源したことが知られており、横川
よこかわ

中 堂
ちゅうどう

には本尊 聖
しょう

観音
かんのん

菩薩
ぼ さ つ

立 像
りゅうぞう

の脇侍
わ き じ

として、制作時期の異なる毘沙門天像
びしゃもんてんぞう

（９世紀半ば）と

不動明王像
ふどうみょうおうぞう

（天延３／975 年）が安置されていた。叡山
えいざん

で修行した仏
ぶっ

泉
せん

上 人
しょうにん

の

来山以後に、当寺でもこれに倣った配置がなされたことは十分考えられるが、現

存二尊が当該の一対像であるかは、なお検討を要すると考えられることから県

指定候補としては、個別に取り扱うこととする。造立時の安置状況や不動明王像
ふどうみょうおうぞう

との一具性は不明であるが、本像の保存状態は良好であり、両手先や邪
じゃ

鬼
き

（クス

別材、一材製）も当初のものとみられる。二体の邪
じゃ

鬼
き

は、綱で縛られる珍しい形

状であるとともに、毘沙門天
びしゃもんてん

背面と同様、多くの鑿
のみ

痕を残しており、本像が神仏
しんぶつ

習 合
しゅうごう

の本地仏
ほんちぶつ

的な存在であった可能性も示している。 

 四天王のなかで北方守護を担う多聞天
たもんてん

が毘沙門天
びしゃもんてん

として単独で信仰され造像

される記録上の初例は、わが国では奈良時代後期、天 平
てんぴょう

神
じん

護
ご

２年（766）の隅寺
すみでら

・

毘沙門天像
びしゃもんてんぞう

の造立からであるが、平安時代に入ると、北方守護・都城守護神とし

ては兜
と

跋
ばつ

毘沙門天像
びしゃもんてんぞう

が多く単独で造立された。しかし多聞天
たもんてん

形の毘沙門天像
びしゃもんてんぞう

も

大阪・神峯山
か ぶ さ ん

、奈良・信貴山
し ぎ さ ん

、京都・鞍馬山
くらまやま

など、水源・樹林への尊崇や境域守
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護と結びついた霊山に広く祀られたことが知られており、「法華経」普門品に基

づく観音三十三応
かんのんさんじゅうさんおう

現身
げんしん

の思想により、観音
かんのん

の変身あるいは対偶神としての

毘沙門天像
びしゃもんてんぞう

造立が指摘されている（参考文献⑥）。本像の鑿
のみ

痕を多く残した

本地仏
ほんちぶつ

的な表現、神将としてはやや異形の童子的な面相などから、山寺・吉祥寺
きちじょうじ

（滝山寺
たきさんじ

）の山林修験と結びついた護法神的存在であったとも考えられるが、邪
じゃ

鬼
き

の形状から戦勝祈願や境域守護の造立であった可能性もなしとしない。 

 県下の毘沙門天像
びしゃもんてんぞう

として、本像は和歌山から移安された岡崎市庚申講
こうしんこう

兜
と

跋
ばつ

毘沙門天像
びしゃもんてんぞう

（９世紀）、稲沢市舟橋安養寺
あんようじ

毘沙門天像
びしゃもんてんぞう

（10 世紀末）に次ぐ古例で

あり、在地仏師によると考えられる簡明粗放ながら気迫ある個性的なその作風

は、当代の毘沙門天像中においても異彩を放つものである。山岳寺院として始ま

った滝山寺創建期や当地域の歴史を考える上でも重要な作例と考えられる。 

 

〔参考文献〕 

①『滝山寺縁起』滝山寺蔵、寛永 20／1643 年写本、 

② 岡崎市史料叢書『滝山寺文書』上・下 岡崎市史料叢書編集委員会 岡崎市 

  2018 年（上巻）、2019 年（下巻） 

③『愛知県史 別編 彫刻』424―425 頁 愛知県史編さん委員会 愛知県 2013

年 

④『比叡山と東海の至宝』展図録 名古屋市博物館 2006 年 

⑤ 山岸公基「滝山寺の彫刻」『天台のほとけ』展図録 岡崎市美術博物館 2003

年 

⑥ 鈴木喜博「毘沙門信仰の一形態について－不動・毘沙門研究序説－」『仏教芸

術』149 

  号 1983 年 

 

（附）法量詳細 （単位㎝） 

像 高  150.3 

髪際高  135.0 

頂－顎  38.5 

面 長  20.4 

面 奥  30.3 

面 幅  18.0 
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耳 張（兜張）23.3 

胸 奥  26.0 

腹 奥  31.5 

臂 張  61.7（大袖上位置） 67.0（袖―袖） 

裾 張  44.0（甲裾）  36.0（裳裾） 

足先開  外 50.7 

     内 35.8 

材最大幅 53.0（左腰‐右甲裾）※肩‐肩で 39.9ｃｍ 

蓋板幅  25.5（兜基底部） 12.0（兜上端） 24.0（背面中央） 

30.3（腰） 30.4（甲裾） 28.3（裳裾‐最大値） 

邪鬼  幅 79.0 奥 45.0 高 23.0 

 

形状 

 頭頂に突起（髷
まげ

）を彫出し、兜
かぶと

を冠る。髪はあらわさない。兜
かぶと

は平彫、無文、

兜
かぶと

頂（髷
まげ

前）正面に山形の突起を付ける。忿怒相
ふんぬそう

、瞋目
しんもく

とし両目を大きく見開

き閉口。耳朶
じ だ

は垂部のみあらわす（不環）。猪首
い く び

の首周りに領巾
ひ れ

を結び、背面に

短く垂らす。胸
きょう

甲
こう

・腹
ふく

甲
こう

、前楯
まえだて

、脛
けい

甲
こう

を着け,背面に獣皮
じゅうひ

をあらわす。鰭
はた

袖
そで

付内衣
な い え

、

短めの大袖衣、筒袖衣、裳
も

、袴（膝で括る）を着け、沓
くつ

を履く。胸帯、腰帯を結

び、腰帯正面に帯喰
おびくい

を彫出する。天衣
て ん ね

は前楯
まえだて

半ばをＵ字形に亘りで左右腰脇で垂

下する。左手は屈臂
く っ ぴ

して左肩前で掌を上に向けて持物
じ も つ

（宝塔
ほうとう

後補－別置）を戴き、

右手はゆるく垂下し手甲を前方に向けて持物
じ も つ

（三叉戟
さんさげき

後補）を執る。右足をやや

前に出し、左腰をやや外側につきだし、正面を向いて二匹の邪
じゃ

鬼
き

（各頭部を正面

に向けて蹲る、間を綱で縛る）の各頭上に足を置いて立つ。 

 

品質・構造  

 カヤとみられる針葉樹材の一木造。頭体幹部は 兜
かぶと

頂の突起から両足枘
ほぞ

に至る

大略を縦一材（木心は左踵のやや後を通る線に籠
こ

める）より彫出。兜
かぶと

背面から

裳
も

裾
すそ

にかけて背面から内
うち

刳
ぐ

りし、背板（ほぼ獣皮
じゅうひ

部分に相当）を当て、裳
も

裾
すそ

右側

に長半月形の蓋板を矧
は

ぎ足す。左手は肩、肘（大袖付け根－鰭
はた

袖
そで

前部）、手首で
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矧
は

ぎ、右手は肩、手首で矧
は

ぐ。さらに右沓
くつ

先（後補）、右大袖先端、両天衣
て ん ね

垂下

部（後補）、持物
じ も つ

（後補）を別材矧付
は ぎ つ

けとする。邪
じゃ

鬼
き

はクスノキとみられる広葉

樹一材から二軀
く

を彫出。 甲
よろい

の背面、邪
じゃ

鬼
き

の背中などに多くの鑿
のみ

痕を残す。 

 

仕上げ 

 現状素地、もとは色彩か。瞳、髭、衣（裳
も

の前面に襞
ひだ

線墨描）、甲
よろい

（下辺に垂

飾墨描）に墨描、唇、帯喰
おびくい

彩色（赤）。 

 

保存状態  

 鼻先端に補修、両天衣
て ん ね

垂下部、右沓
くつ

先、持物
じ も つ

、後補。 

 

制作年代   

 平安後期 11 世紀（初） 
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写真 

正面全身 

背面全身 
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左側面全身 

右側面全身 
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上半身拡大 

邪鬼部分拡大 

（写真は愛知県総務部法務文書課県史編さん室提供） 
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                 指定理由書 

 

種 別 有形文化財（美術工芸・工芸品） 

名 称 蒔絵曲
まきえきょく

禄
ろく

 

員 数 １基 

法 量 高 78.5cm  幅（背笠木
か さ ぎ

）67.1cm  （座 框
かまち

）49.4cm  （脚）49.5cm 

奥行（背板中央～脚前端）117.3cm  （座）27.8cm  

時 代 桃山時代末～江戸時代初期（17 世紀前半） 

所 在 地 岡崎市滝町字山籠 107     

所 有 者 宗教法人 滝
たき

山寺
さ ん じ

 

住 所 岡崎市滝町山籠１０７ 

指 定 理 由 

 滝
たき

山寺
さ ん じ

は、奈良時代に 役
えんの

行 者
ぎょうじゃ

が青
あお

木川
き が わ

で拾った金色
こんじき

薬師
や く し

如来像
にょらいぞう

を祀ったことに始

まり、保安
ほうあん

年間（1120－23）に天台僧仏
ぶっ

泉
せん

上 人
しょうにん

永
えい

救
ぐ

が在地豪族の物部
もののべ

氏
し

を檀
だん

越
おつ

として

再興したと伝え（『滝山寺縁起』）、現在まで天台宗の法灯を継ぐ山寺である。とくに平

安時代末から鎌倉時代初期にかけ住持を勤めた寛伝
かんでん

（1142－1205）は、源 頼 朝
みなもとのよりとも

の従

兄弟であったことから頼
より

朝
とも

の絶大な庇護のもとに伽藍を整備。 聖
しょう

観音
かんのん

菩薩像
ぼさつぞう

及び両

脇
わき

侍
じ

像（梵天
ぼんてん

・帝釈天
たいしゃくてん

）は頼
より

朝
とも

の三回忌にあたる正治
しょうじ

三年（1201）に、寛伝
かんでん

が頼朝
よりとも

追

善のため運慶
うんけい

・湛慶
たんけい

父子に造立せしめたと『縁起』に伝え、慶派仏師の基準作として

重要文化財に指定されている。戦国時代に衰微するも、近世初期に徳川家康の庇護を

受けて復興。慶 長
けいちょう

十七年（1612）施入の大般若経六百巻が伝存することから、この頃

までに寺観が整備されたとみていい。さらに天海
てんかい

の弟子で寛永寺
かんえいじ

青
せい

龍 院
りゅういん

住職の亮 盛
りょうせい

が兼住したことから幕府との関係が強化され、正 保
しょうほう

三年（1646）には将軍家光の命で

境内に滝山東照宮が創建された。最近の県文化財保護審議会美術工芸部会による総合

調査で、この際に施入されたとみられる金銅装
こんどうそう

常香盤
じょうこうばん

が新たに見出された。 

本作品は、木造で、総体に黒 漆
くろうるし

を塗り蒔絵
ま き え

を施した交
こう

脚 式
きゃくしき

の 曲
きょく

禄
ろく

である。背は、

緩やかな波打つ笠木
か さ ぎ

を側柱に装架する。中央に長方形の背板を設け、これを下端で横

板が受ける。横板は上・下に桟を渡し、間に柱を立てて３区に分かち、各々に板を嵌

める。桟・柱ともに二条隆帯様に作る。柱は背部分のみ緩やかに反らせて、座より下

は直線的に脚端に至る。座の皮はすべて欠失。皮は横桟に小孔をあけ、縫い留めた上

で鋲 留
びょうどめ

していたが、孔と 15 個の 鋲
びょう

はすべて残る。脚前側の踏板と脚桟の間には３

条に膨らみをもつ羽目板
は め い た

を設け、中央に海松貝
み る が い

文を透かす。 
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 蒔絵
ま き え

の図様は、笠木
か さ ぎ

に桐
きり

唐草
からくさ

、背板端の横板には菊・桐紋の組み合わせ、柱には 薄
すすき

に露
つゆ

、座の桟と踏み板には海
み

松
る

貝
がい

、脚前桟には葵、後桟には丁子
ちょうじ

唐草
からくさ

を表す。蒔絵
ま き え

技

法は平
ひら

蒔絵
ま き え

で、濃さを違えた絵
え

梨地
な じ じ

を主体とし、菊紋の一部、葵の花、貝の一部など

を針描で表す。 

 金具は金銅製の桶形八双形で、笠木
か さ ぎ

鼻、座桟鼻、踏板鼻、脚桟鼻と柱の交差部に嵌

める。素地に蹴
け

彫
ぼ

りで桐紋を表し、鋤
すき

彫
ぼ

りは施さない。 

蒔絵
ま き え

表現にやや粗さが目立つこと、踏板の海松貝
み る が い

が３区に分割されること、金具の

桐紋が蹴
け

彫
ぼ

りのみの線描によることなど、いわゆる高台寺
こうだいじ

蒔絵
ま き え

のうちではやや新様を

認める。製作時期は、桃山時代末～江戸時代初期、17 世紀前半とみられ、滝
たき

山寺
さ ん じ

の近

世整備期に施入されたものと思われる。本品と同様の平
ひら

蒔絵
ま き え

を施した 曲
きょく

禄
ろく

としては

京都市瑞光寺
ずいこうじ

伝来の南蛮人
なんばんじん

蒔絵曲
まきえきょく

禄
ろく

（重要文化財、桃山時代）が知られるが、類品は

きわめて少なく、工芸史的価値が大きく、県指定文化財(工芸)としてふさわしい。 
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写真 

 

  

全体像 

笠木（桐唐草） 
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踏板（海松貝） 

背板下端の横板（菊・桐紋） 

金具（柱交差部） 
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指定理由書 
 

種 別  考古資料 

名 称  伊
い

良
ら

湖
ご

東大寺
と う だ い じ

瓦窯
が よ う

跡
あと

出土品
しゅつどひん

 

員 数  ４５５点 

時 代  鎌倉 

所 在 地  田原市古田町岡ノ越６－４ 渥美郷土資料展示収蔵館 

所 有 者  田原市 

住 所  田原市田原町南番場３０－１ 

指 定 理 由 

 伊良湖
い ら ご

東大寺
と う だ い じ

瓦窯
が よ う

跡
あと

は、昭和 41 年（1966）に豊川用水路施設工事に伴い愛知

県教育委員会によって発掘調査され、３基の窖
あな

窯
がま

と関連遺構（第４地点）１基が

検出され「東大寺
と う だ い じ

大佛殿
だいぶつでん

瓦
がわら

」が出土したことから、昭和 42 年、鎌倉時代初期の

東大寺再建用の瓦を供給した窯の一つとして国の史跡に指定された。 

本資料は、その伊良湖
い ら ご

東大寺
と う だ い じ

瓦窯
が よ う

跡
あと

からの出土品である。発掘調査から半

世紀以上が経過し出土地点が不詳のものが存在するため、出土地点の注記

があり、本瓦窯
が よ う

跡の出土品であることが確実なもの 455 点に限定されてい

る。 

本出土品は軒丸瓦
のきまるがわら

・丸 瓦
まるがわら

・軒平瓦
のきひらがわら

・平 瓦
ひらがわら

など瓦類が主体を占める。軒丸瓦
のきまるがわら

は、外径約 20cm で、径約 16cm の内区
な い く

には中心に一つ、それを取り巻くよ

うに六つの円圏（径 4.8cm）を配し、中央の三つに「東大寺
と う だ い じ

」、その右側の

二つに「大佛
だいぶつ

」、左側の二つに「殿
でん

瓦
がわら

」と一文字ずつと記される。軒平瓦
のきひらがわら

は幅約７cm で、幅約４cm の内区に七つの円圏（径 3.2cm）を配し、右から

左に一文字ずつ「東大寺
と う だ い じ

大佛殿
だいぶつでん

瓦
がわら

」と記される。平 瓦
ひらがわら

は長さ約 40cm で、凸

面に縄目タタキ痕がみられ、凹面に「東」または「大佛殿
だいぶつでん

」の刻印が押され

る。なお、軒丸瓦
のきまるがわら

と軒平瓦
のきひらがわら

の「東大寺
と う だ い じ

大佛殿
だいぶつでん

瓦
がわら

」、平 瓦
ひらがわら

の「東」には２種

類の書体が確認されている。 

また瓦類以外の出土品には、山
やま

茶碗
じゃわん

・小皿・突帯文壺
と っ た い も ん こ

・甕
かめ

・経筒外容器
きょうづつがいようき

な

どがある。このうち山
やま

茶碗
じゃわん

には、輪
りん

花
か

を残すものの施釉
せ ゆ う

の痕跡は認められ

ず、山
やま

茶碗
じゃわん

とセットとなる小皿には、付
つけ

高台
こうだい

のものはなく平底で外面に糸切

り痕が残っており、渥美
あ つ み

窯
よう

山
やま

茶碗
じゃわん

編年
へんねん

の２型式を主体とするものである。 

 本瓦窯
が よ う

産の瓦類は、東大寺鐘 楼
しょうろう

の解体修理や大仏
だいぶつ

殿院
でんいん

回廊
かいろう

跡の発掘調査

によって軒丸瓦
のきまるがわら

２種・軒平瓦
のきひらがわら

２種・平 瓦
ひらがわら

が確認されている。東大寺での本

瓦窯
が よ う

産瓦は散在的な分布状況を示しており、瓦を葺き上げた建物の特定は
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できていないが、本瓦窯
が よ う

の操業年代は、大仏殿供養が行われた 12 世紀末か

ら、鐘 楼
しょうろう

が建立されたとされる 13 世紀初頭にその一端を求めることができ

る。 

以上、本出土品の瓦類は、東大寺再建用として伊良湖
い ら ご

東大寺
と う だ い じ

瓦窯
が よ う

跡
あと

で生産

したことを示す現物資料であること、また瓦類以外のものは、渥美
あ つ み

窯
よう

編年
へんねん

の

暦
れき

年代
ねんだい

を考える上で貴重な標式資料であることから、愛知県有形文化財考

古資料として相応しいものと考える。 
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写真 

 

 

伊良湖東大寺瓦窯跡現況 

出土品集合写真 
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 出土軒瓦類 

（写真は田原市教育委員会提供） 

出土碗類 
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指定理由書 
 

種 別  天然記念物 

名 称  下山
しもやま

小学校
しょうがっこう

のヤマザクラ 

員 数  １樹 

樹 齢  推定樹齢 300 年 

所 在 地  岡崎市保久町字市場 16 番地 

所 有 者  岡崎市 

住 所  岡崎市十王町二丁目９番地 

指 定 理 由 

ヤマザクラは、バラ科サクラ属に分類される落葉高木で、開花時期は４月上

旬から中旬頃である。開花と同時に赤紫色の新芽が展葉する。 

今回指定するヤマザクラは、岡崎市立下山小学校に所在する。標高 340ｍ、

山間部の小学校校舎南側の校庭で生育している。樹高 8.57ｍ、幹回り 4.0

ｍ、胸高直径 1.4ｍ、枝張り東西 13.0ｍ、南北 12.0ｍと、県内でも有数の規

模をもつ堂々たる巨木であり、岡崎市の天然記念物に指定されている。 

地元では、天然に自生する樹木が現在地周辺に数本移植されたものの１本

で、明治に小学校が建設される以前から既に存在していたと伝えられてい

る。樹齢 300 年と推定される古木で、県内に所在するヤマザクラの古木と比

較しても最も古い部類といえる。 

地域住民による適切な保全活動と管理が継続して行われ、花付きや樹勢も

旺盛である。現状では、本樹の生育にとって障害となる事象は確認されてい

ないが、過去には樹勢が衰退し、枯死寸前まで至ったことがあり、その際に

は地元有志の尽力により再生させることができた。こうした経緯も踏まえ、

今後も樹勢を弱らせないための定期的な生育環境の保全作業が必要である。 

日常管理は、地元住民を中心に行われており、ヤマザクラの樹皮に付着し

たコケの除去作業、伸長した枝を支えるための支柱や根の保護のための柵の

設置、周辺清掃などの作業が行われている。毎年春の開花時期には、住民や

小学校の卒業生等も参加する「山桜を愛でる会」が開催されるなど、地元の

保護意識は高い。 

また、小学校の敷地内に古くから存在する樹木を天然記念物として指定す

ることで、児童に対する自然保護意識の啓発や、文化財及び地域の歴史・風

土に対する理解を深める一助となることが期待される。 

以上の理由から、このヤマザクラを県の天然記念物に指定し、より一層の保護

を図ろうとするものである。 
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写真 

 

 

ヤマザクラの全景 

ヤマザクラの花 

（写真は岡崎市教育委員会提供） 
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愛 知 県 指 定 文 化 財 件 数 
  

種   別 現在数 今回指定 計  

有 

形 

文 

化 

財 

建 造 物 ４５  ４５  

美 

術 

工 

芸 

品 

絵 画 ９７  ９７  

彫 刻 １０９ １ １１０ 

工 芸 品 １１０ １ １１１ 

書跡・典籍 ４０  ４０ 

考古資料  ２８ １ ２９ 

歴史資料  ５  ５ 

無 形 文 化 財  ２  ２  

民
俗
文
化
財 

有形民俗文化財 ２５  ２５  

無形民俗文化財 ４５  ４５ 

記 

念 

物 

史   跡 ４３  ４３ 

名   勝 ５  ５ 

天 然 記 念 物 ６２ １ ６３ 

合   計 ６１６ ４ ６２０  
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